
個人的な放流、持ち上げ放流は止めましょう！

地付きの魚を守るため

多摩川水系
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釣り人の皆さんへ

今、地付きの渓流魚（純天然魚）
は絶滅の危機に瀕していること
が山梨県の調査でわかりました

渓流魚の自然分布
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ここ数年間でも、地域的に絶滅
している沢が見つかっています

れ以上 地付き 魚を減らさ 富士川水系
アマゴ

ヤマトイワナ

川

イメージ図

これ以上、地付きの魚を減らさ
ないためには、人間の手を加えず
そっと見守ることが一番です

そのため、個人的な放流や
自然分布を変える持ち上げ放流は

地付きの魚生息域

なぜ、地付きの魚を保護するのか？

川

地付きの魚は・・・

止めましょう

放流魚混入域・悠久の時を経て生き続けるその沢 固有の財産

・沢ごとの環境に最適な遺伝子を持っている

なぜ放流がいけないのか？

・一度、放流魚の血が混ざると二度と戻らない

・その沢の環境に合わない遺伝子が入る可能性が高い
砂防ダム または 滝

＊やむを得ず放流を行う場合は、下記までご相談を

山梨県水産技術センター

お問い合わせ先

tel: 055-277-4758               mail: tsuboi-ahxx@pref.yamanashi.lg.jp
〒400-0121 山梨県甲斐市牛句497


